


プロジェクトを成功へ導く機能を揃えた、

プロジェクト管理ツールです。

ガント

チャート

Lychee AI Neo
カンバン

リソース
マネジメント

CCMP コスト
マネジメント

EVM タイム 
マネジメント

プロジェクト
レポート

Neo
バックログ

日々の進捗はガントチャートやカンバン、ダッシュボードで確認。 
複数プロジェクトの場合でも、プロジェクトレポートでまとめて状

況を把握できます。

その他にもLychee AIによるサポートや、工数の見える化、
EVM、CCPM、アジャイル開発に使えるNeoバックログなど豊富
な機能でプロジェクトの成功をバックアップします。



ガントチャート カンバン EVM プロジェクトレポート

全画面にリアルタイム反映

チケットが追加・更新されるとすべての

画面にリアルタイム反映されます



4 つの特長で
プロジェクトの成功をサポートします

1 2 3 4

進捗管理 工数管理 予算管理 レポート作成

誰がどの作業をどこまで進めているか

最新情報がチーム全体で確認できる

作業が集中している

担当者の負荷分散を行う

EVMで開発コスト超過を早期発見

収益悪化を防げる

毎週集計の手間いらず

統一フォーマットが実現

✔



進捗管理



遅れているタスク

予定より進捗しているタスク

進捗管理 工数管理 予算管理 レポート作成

進捗具合を可視化し、遅れているタスク（作業）がピンポイントでわかります。

イナズマ線で遅れているタスクが一⽬でわかる



クリティカルパスは

赤色で明確に表示

進捗管理 工数管理 予算管理 レポート作成

クリティカルパスは

赤色で明確に表示

プロジェクトのスケジュールに直接影響を与える重要なタスクの流れを視覚化。 
クリティカルパスを使うと、納期内に収まるように計画を立てやすくなります。

納期に影響する重要タスクがわかるクリティカルパス



バッファがある時 遅延している時

遅延は実践表示

進捗管理 工数管理 予算管理 レポート作成

マイルストーン

バッファは点線表示

マイルストーン

プロジェクトの重要な期日にマイルストーンを設定できます。

 タスクと紐付けることでマイルストーンまでのバッファを可視化できます。

マイルストーンとタスクを紐付け、期⽇遅延がひと⽬でわかる



進捗管理 工数管理 予算管理 レポート作成

初期の計画をスナップショット保存して現在の計画との差分を表示。元々予定していた

スケジュールと比較して、計画に沿って進行できているか、どこで遅れが出始めたのか確認できます。

予定と変更予定を一⽬で比較できる

現在の予定

元々予定していた期間



マネージャーがタスクの偏りを見つけて他のメンバーに割り振りしたり、

 期限切れのチケットも把握できますので、プロジェクトの停滞を防げます。

この担当者に負荷が偏っているのが見える

・「着手前」のチケットが多い

・期限切れのチケットもある

ステータス

予定工数

期限切れは期⽇が赤になる

担当者別カンバンで、各メンバーの負荷状況が見える

進捗管理 工数管理 予算管理 レポート作成



日々確認しておきたい指標を登録しておくことで

作業遅れなどのリスクを事前に検知しやすくなります。

プロジェクト

全体の

進捗状況を

確認

期限切れの

チケット

期日が近い

チケット

担当者ごとの

進捗状況を

確認

進捗確認に必要な情報を 1 画面で⾒れる

進捗管理 工数管理 予算管理 レポート作成



進捗管理 工数管理 予算管理 レポート作成

リスクになりうるチケットを

ダッシュボード上で直接調整

期日を過ぎているものや、着⼿⽇を過ぎても進捗が0%、⼀定期間更新がないものなど、
確認・対応が必要なチケットを自動で集計し、重要度の高い順に表⽰

いま対応すべきチケットを「今日のトピック」が⾃動で表⽰



進捗・品質・コストの指標をシグナル表示。

 プロジェクトの健全性がひと目でわかり、チーム内で状況の共通認識が持てます。

進捗管理 工数管理 予算管理 レポート作成

複数プロジェクトの状況が横断的に見える



工数管理



工数⾒える化機能 (プレミアムプラン以上)

予定工数を確認しながら、勤務時間内にタスクが終わるように負荷分散できます。

作業負荷を確認しながらスケジュールを調整できる

進捗管理 工数管理 予算管理 レポート作成

負荷がかかっている日余裕がある日



タスク完了までにかかる労働時間を見積・記録することで、

予定工数と作業⼯数の差がグラフで表⽰できます。

進捗管理 工数管理 予算管理 レポート作成

各担当者の作業時間が見える



予算管理



チケットに登録した期日や工数のデータを元に EVM（出来高管理）を集計し計算、グラフにします。
 例えば、総コスト（EAC）が当初予算（BAC）の範囲に収まるか、現在の開発ペースから予測できます。

EVM 進捗・コストの健全性を予測し、問題をいち早く察知

進捗管理 工数管理 予算管理 レポート作成



工程ごとに進捗・コスト・生産性を比較分析したり、要員増減、開発スコープ変更のタイミング前後で、

進捗・コスト・生産性に変化が発⽣したか否かを分析できます。

２つのスケジュールでの

完了時の予測コスト

(EAC)を比較

2 つの基準日で進捗・コスト・⽣産性を比較

進捗管理 工数管理 予算管理 レポート作成



コストグループ別の工数単価を設定しておくと、その単価をもとに、今まで工数でしか把握できなかった

EVM が金額ベースでできるようになり、プロジェクトにする現在の状況や予測がさらに容易になります。

プロジェクトに係る費用を集約し、金額ベースでグラフ表⽰が可能

進捗管理 工数管理 予算管理 レポート作成



現在の開発ペースから、納期遅延やコスト増のリスクを事前に検知できます。

（青は進捗が良好、⻩色は注意、赤は危険ゾーン）

進捗管理 工数管理 予算管理 レポート作成

SPI（スケジュール効率化指数）、CPI（コスト効率化指数）



レポート作成



品質保証部門向けレポート

部門ごとへの報告資料を作成する⼿間を⼤幅に削減します。

各部門向けごとに表⽰項⽬を切り替えられる

進捗管理 工数管理 予算管理 レポート作成



PMO向けレポート

部門ごとへの報告資料を作成する⼿間を⼤幅に削減します。

各部門向けごとに表⽰項⽬を切り替えられる

進捗管理 工数管理 予算管理 レポート作成



会議に必要なレポートを自動作成。 各パネルを自由に選択・配置でき、目的に応じたレイアウトの
パターンが作れます。同一種パネルを複数個、表⽰する内容を変えて表⽰することもできます。

個別レポートで、目的に応じたレポートレイアウトを作れる

進捗管理 工数管理 予算管理 レポート作成



イナズマ線、クリティカルパス、折り畳んだ状態など、表示されている画面をそのままPDF出力。
報告資料として利⽤できます。

PDF
PDFPC画面

進捗管理 工数管理 予算管理 レポート作成

出力

ガントチャートの画面イメージをそのまま PDF 出⼒



Lychee AI



Lychee AI とは？Lychee AI とは？Lychee AI とは？

Lychee AIは、チームやプロジェクトの状況を分析

し、メンバーが気づきにくいタスクの遅れや偏りを

AIが教えてくれる“判断支援AI”です。

対話型で「チームの気づきを増やすAI」として、

日々のプロジェクト運営に寄り添います。



画面上に出現するチャットパネル「AIアシス

タント」から、AIに話しかけるだけでチケッ

トの作成・更新・検索・スケジュール調整が

可能。

プロジェクト管理・タスク管理に慣れていな

い方もわかりやすいよう、チャットメニュー

にはよく使う質問をご用意。ボタンひとつで

AIに指⽰を出すこともできます。

チャットで完結する直感的な操作チャットで完結する直感的な操作チャットで完結する直感的な操作



AIが担当チケットを分析し、「今日やるべきこと」「期限が迫っていること」をリスト化。

PM（プロジェクトマネージャー）の指示がなくてもメンバーが1⽇の全体像を把握できるので

毎⽇のスタートがスムーズになります。

今⽇やるべきタスクを⾃動抽出今⽇やるべきタスクを⾃動抽出今日やるべきタスクを⾃動抽出



AIがタスクの進行状況やコメント内容を分析し、「プロジェクト状況」「遅れそうなプロジェクト」

「負荷が偏っているメンバー」を検出。分析にかけていた時間を圧縮します。

“人がデータを探して・見て判断する”から、“AIが情報を探して判断のきっかけをくれる”へ。

PM・PMO（プロジェクト・マネジメント・オフィス）の判断を強⼒にサポートPM・PMO（プロジェクト・マネジメント・オフィス）の判断を強⼒にサポートPM・PMO（プロジェクト・マネジメント・オフィス）の判断を強力にサポート



集計対象について

Lychee AIは通常50件、指定すれば最大100件ずつしかチケットを読み込みできません。
集計が必要になる場合は、100件ずつになるようお願いいたします。

集計対象について集計対象について集計対象について

良い例

「リスク」トラッカーかつ期日が切れているチケットで、優先度が高い順に100件を表⽰して

→まず絞り込み条件を指定し、ソートをかけた上で上位100件を取得している

→「次の100件を表示して」と依頼すると、ページネーションのように表⽰も可能です

チケットが正しく集計されない例

期日切れのチケット数が多い順にプロジェクトを⼀覧表⽰してください

→件数の指定がなければ、チケットの最終更新日順に50件取得

→該当のチケットが50件以上あれば正しくない結果に・・・



対応プラン

クラウド版（スタンダード／プレミアム／ビジネス）

※OpenAIまたはAzure OpenAIとAPI契約が必要です。
　ご契約のAPIキーをLychee Redmineに設定することでAI機能が有効になります。

対応プランとデータの取り扱いについて対応プランとデータの取り扱いについて対応プランとデータの取り扱いについて

OpenAI公式：データ利⽤ポリシー（英語）

Microsoft Azure OpenAI：FAQ（日本語）

詳細は以下をご確認ください。

データの取り扱いについて

Lychee独自のAIではないため、AIへの入力内容やプロジェクト情報が学習や再利用に

用いられることはありません。

また、API提供元であるOpenAIおよびMicrosoft Azure OpenAIも、API経由で送信されたデータを

モデル学習に使用しない旨を公式に明示しています。

https://help.openai.com/en/articles/9299515-%E3%83%A2%E3%83%87%E3%83%AB%E3%81%AE%E3%83%91%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%BC%E3%83%9E%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%82%92%E5%90%91%E4%B8%8A%E3%81%95%E3%81%9B%E3%82%8B%E3%81%9F%E3%82%81%E3%81%AE%E3%83%87%E3%83%BC%E3%82%BF%E3%81%AE%E4%BD%BF%E7%94%A8%E6%96%B9%E6%B3%95
https://learn.microsoft.com/ja-jp/azure/ai-foundry/openai/faq


AIが自動的に操作を⾏うことはありません。
チケットの作成・更新・削除などを行う場合は、必ず確認を求めるメッセージが表示され

利⽤者の承認後に実⾏されます。

AIが参照する権限について

回答内容の信頼性について

操作安全性について

Lychee AIは、指示を出したユーザーの権限範囲内で動作します。

そのユーザーに付与されている権限に基づいて、プロジェクトやチケットの閲覧・更新・作成などを行うため

権限を超えた操作やアクセスはできません。

Lychee AIの回答内容はAIによる生成結果であり、誤った情報を返す場合があります。

AIからの回答はLychee Redmineの公式サポート対象外となります。

内容をご確認のうえ、ご利⽤ください。

Lychee AIでは、ユーザーが意図しない操作が実行されることはありません。

安心してご利⽤いただくために安心してご利⽤いただくために安心してご利⽤いただくために



もっとアジャイル開発に寄り添ったもっとアジャイル開発に寄り添ったもっとアジャイル開発に寄り添った



「Neoバックログ」は、プロダクトバックログの管理・スプリン「Neoバックログ」は、プロダクトバックログの管理・スプリン

トプランニングをサポートする機能です。トプランニングをサポートする機能です。

タスクのタスクの優先順位を並び替えるだけで、チームの実績ペ優先順位を並び替えるだけで、チームの実績ペ

ースにースに基づき「いつ頃どこまで届けられるか」の⾒通し基づき「いつ頃どこまで届けられるか」の⾒通し

を⾃動で再計算します。を⾃動で再計算します。

計画調整の⼿間を減らすことで、本来の⽬的である「価計画調整の⼿間を減らすことで、本来の⽬的である「価

値ある製品づくり」に集中できる環境づくりを支援しま値ある製品づくり」に集中できる環境づくりを支援しま

す。す。

「Neoバックログ」は、プロダクトバックログの管理・スプリン

トプランニングをサポートする機能です。

タスクの優先順位を並び替えるだけで、チームの実績ペ

ースに基づき「いつ頃どこまで届けられるか」の見通し

を自動で再計算します。

計画調整の手間を減らすことで、本来の⽬的である「価

値ある製品づくり」に集中できる環境づくりを支援しま

す。



チームの実力（平均ベロシティ）を元に、

バックログアイテムの並び替えと連動して各スプリントの割り当てを自動で再計算します。

バックログアイテムの優先順位を変えるたびに、

「プロダクトのロードマップやリリースまでのスケジュールを見直す」という作業から解放されます。

自動スプリント計画により優先順位の並び替えに集中できる1.



プランニングイベントやデイリーミーティングにおいて、

ツールの画面を切り替える時間は、チームの思考や会話を⽌めてしまう要因になります。

すべての操作が一画面で完結する「ストレスフリーな操作感」を追求しました。

「一画⾯完結」で「操作がサクサク」の心地よい操作性2.



日々たくさんのタスクに向き合っていると、「チケットを終わらせること」が⽬的になり、

本来届けたかった価値を見失ってしまうことがあります。

スプリントの目的である「ゴール」を画⾯上部に常時表⽰、

今取り組んでいる作業がどの価値につながっているのかを、全員がいつでも確認できます。

スプリントゴールを常に可視化3.



スプリント実行をサポート！スプリント実行をサポート！スプリント実行をサポート！



Neoカンバンは、「Neoバックログ」とセットで使う、Neoカンバンは、「Neoバックログ」とセットで使う、

アジャイル開発のスプリント実⾏に特化したカンバンボード機能です。アジャイル開発のスプリント実⾏に特化したカンバンボード機能です。

NeoバックログでスプリントゴールとNeoバックログでスプリントゴールと優先順位を決めたあと、Neoカン優先順位を決めたあと、Neoカン

バンで「いま何に向バンで「いま何に向き合い、どこまで前へ進んだか」を⼀画⾯で⾒えるき合い、どこまで前へ進んだか」を⼀画⾯で⾒える

化します。スプリントゴールを画⾯上部に常時掲げながら、ドラッグ＆化します。スプリントゴールを画⾯上部に常時掲げながら、ドラッグ＆

ドロップで軽快にチケットを動かせる設計のため、開発チームは「ゴードロップで軽快にチケットを動かせる設計のため、開発チームは「ゴー

ル達成に向けて何を動かすか」「リスクや障害をチームでどう取り除くル達成に向けて何を動かすか」「リスクや障害をチームでどう取り除く

か」に意識を向けやすくなります。か」に意識を向けやすくなります。

Neoカンバンは、「Neoバックログ」とセットで使う、

アジャイル開発のスプリント実行に特化したカンバンボード機能です。

Neoバックログでスプリントゴールと優先順位を決めたあと、Neoカン

バンで「いま何に向き合い、どこまで前へ進んだか」を一画⾯で⾒える

化します。スプリントゴールを画⾯上部に常時掲げながら、ドラッグ＆

ドロップで軽快にチケットを動かせる設計のため、開発チームは「ゴー

ル達成に向けて何を動かすか」「リスクや障害をチームでどう取り除く

か」に意識を向けやすくなります。

とは



Neoバックログとの連携Neoバックログとの連携Neoバックログとの連携

同じスプリント・同じチケットデータを共有しながら、

Neoバックログで決めたゴールをそのままNeoカンバンで実行に移せます。

Neoバックログ
何を・どの順番でやるかを決める

Neoカンバン
いまどう進んでいるかを共有する



画面上部にスプリントゴールを常時表⽰。

日々の業務の中でも「何を重視して進めるか」をチームで揃えながら進められます。

いま取り組んでいることがどんな価値につながっているかを、チーム全員で確認しながら進める設計です。

スプリントゴールを常に掲げ判断を揃える1.



PBIごとに子タスクをグループ表示し、「どこまで前へ進んでいるか」を一画⾯でまとめて把握できます。

デイリースクラムでもチーム全員が同じ画面を⾒ながら状況の認識を揃えられ、

スプリント中に新たに必要だと気づいたタスクはその場ですぐに追加できます。

親チケット（PBI）単位で進捗をまとめて確認2.



ドラッグ＆ドロップでステータス更新が完了。

タイトル・担当者・タグ・コメントの確認や編集も同じ画面でサクサク⾏えます。

複数人が同時に開いていても更新は自動で反映されるため、常に最新の状態をチームで共有しながら進められます。

進捗更新も情報編集も一画⾯で完結3.



複数チームで開発している場合でも、自チームが担当している内容だけをひと目で確認できます。

必要に応じて全体表示へ切り替えながら、⾃チームへの集中とチーム間のつながりを両立できます。

チーム単位でカンバンを絞り込み表示4.



導入事例



課 題 効 果

「Lychee Redmine」を選んだ理由

‧ ガントチャート上で直感的に操作して⼊⼒できること。

‧ Lychee
EVMのユーザビリティーに魅⼒を感じた。

社名：東京海上⽇動システムズ 様

事業内容：東京海上グループの情報システムの企画‧提案‧設計開発‧保守‧運⽤

使⽤機能：Lycheeガントチャート、Lychee EVM、Lycheeリソースマネジメント、Lycheeアジャイル

01

業務の⽣産性を⾼めるために、コミュニケーションや進捗報
告 といった粒々のスピードアップが必要。

ガントチャートもEVMも全てが⼀元管理されるので、各プロジェクトの
状況を「⾒える化」できるようになった。

タスク依頼をする際、以前は⼝頭とエクセルによる⼆重管理となっていたが、
Lycheeアジャイルを導⼊したことでその⼿間がなくなった。 情報のリアルタ
イム更新も可能で情報共有がスムーズに。

10種類の管理ファイルを削減することができた。

お客様の声 Redmine全社導⼊をLychee Redmineでサポート
〜3,000名のユーザビリティ向上と、「⾒える化」を実現〜 

多数のプロジェクトをエクセルで管理していたため、「一元管
理ができない」「リアルタイムに参照ができない」「同時更新が
できない」「プロジェクト管理⼿法の標準化ができない」とい
った課題があった。



社名：株式会社ワコム 様

事業内容：ブランド製品事業、テクノロジーソリューション事業

使⽤機能：ビジネスプラン（ガントチャート、カンバ ン、⼯数リソース管理、カスタムフィールド）

02

「Lychee Redmine」を選んだ理由

‧ ガントチャート機能やサポート体制に魅⼒を感じた。 

‧ 海外法⼈や協⼒会社と連携するためのクラウド環境に対応していた。

プロジェクトの情報が各メンバーのメールサーバーに分散。
Excelなど管理ツールの使い⽅も統⼀されておらず、正確な情報
把握に労⼒を費やしていた。

多数のプロジェクトが個別に管理されており、問題点と適切な

解決策が共有されていなかった。

プロジェクトの情報が⼀元管理され、業務効率がアップ。
情報把握や段取りのための時間が⼤幅に短縮された。

ガントチャートで⾃由⾃在に⽇程調整ができるようになった。

多数のプロジェクトに共通する問題点が可視化され、適切な解決策を全⾯

展開できるようになった。その結果、製品の本格進化が視野に⼊った。

課 題 効 果

お客様の声
個別管理と全体管理を融合し、プロジェクト横断型の問題をまとめて解決



お客様の声

社名：株式会社クレディセゾン 様

事業内容：ペイメント‧リース‧ファイナンス‧不動産関連‧グローバル‧エンタテインメントなど

使⽤機能：スタンダードプラン（ガントチャート、カンバ ン、バックログ）

03

「Lychee Redmine」を選んだ理由

‧ チケットを基盤にしたコミュニケーションが可能だった。 

‧ スケジュールやタスクの管理などExcelで求めていたこと“も”実現できるため。

Excelによるプロジェクト管理をベンダーから求められたが、
その⼿法は多⼤な労⼒を要すると予想された。

⼤規模な内製開発プロジェクトが⽴ち上がり、多数の部署やITベン
ダー（以下、ベンダー）と複雑な調整を⾏う必要が⽣じた。

チケットごとにタスクとコミュニケーションが整理され、
多数の部署やベンダーを巻き込んだマネジメントが円滑になった。

週次会議における各プロジェクトの進捗確認がスピーディーに。

ベンダーが⼤量の管理‧報告資料を作成して、印刷する必要もなくなった。

統制型のプロジェクト管理の要素を採り⼊れながら、

⾃律的な開発スタイルを維持できた。

課 題 解決策と効果

「チケット」によるコミュニケーションで、多数の部署やベンダーと円滑に協働

チケットを基盤に多数の部署やベンダーとコミュニケーションを取った。

解決策

効果

ガントチャート機能を活用し、ベンダーが求める進捗管理を効率化した。



4つのプラン
( 全プラン30日間無料でお試し可能です )

無料で試したい

企業・個人向け

基本的な機能を利用し

たい 企業・個人向け
管理機能を強化した

い 企業・個人向け
すべての機能が入った

さらに高度な機能を取り入れたい企業向け

フリープラン スタンダードプラン プレミアムプラン ビジネスプラン

プラン

利⽤料

クラウド

利⽤料

機能

有料プラン共通 円～ /⽉（契約ユーザー数に応じて変動）5,000

0円 円 円 円1,400900 2,100
1 ユーザー / 月

購入は 10 ユーザー単位
無制限 1 ユーザー / 月

購入は 10 ユーザー単位
1 ユーザー / 月

購入は 10 ユーザー単位

基本機能 ( 一部対象外 )

 カンバン

基本機能

ガントチャート

ダッシュボード

Neoバックログ

バックログ

カンバン

Lychee AI

スタンダードの機能 +
タイムマネジメント

リソースマネジメント

EVM（出来高管理）

コストマネジメント

CCPM

プレミアムの機能 +

プロジェクトレポート

カスタムフィールド拡張

チケット関連図

グループの階層化機能



まずは無料体験版をお試しください！

https://lychee-redmine.jp/business_register/
https://lychee-redmine.jp/
https://lychee-redmine.jp/download/
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